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肺結核患者の発見動機別特徴についての研究

―1986-88年発見群と1993-94年発見群の比較―
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大原 啓志 石川 善紀

　著者らは1986-88年に高知県中央保健所に登録された肺結核患者の発見にいたるまでの経過を検討し，医

療機関発見患者の中には，他疾患受療中に発見された肺結桟患者（既受療者群）が含まれ，それはさらに他

疾患受療中に症状が出現し発見された者（受療中発症群）と，他疾患検査中に偶然発見された者（偶然発見

群）に分類されること，これらは有症状受診群と年齢分布，病状，発見までの遅れの分布が異なることを明

らかにし，その割合は人口の高齢化にともない増加することを予測した。そこで，既受療者群の割合と特徴

の経年変化について明らかにするために，1993-94年の2年間に同保健所に登録された肺結核患者332人を対

象に検討を行い，以下の知見を得た。

　1)　既受療者群は，全体の中では35.8％，医療機関発見の中では53.8％を占めており，前回の調査結果に

比べて有意に割合が増加し，高齢化傾向はより顕著になっていた。今後も人口の高齢化にともない，既受療

者群の割合は増加していくと考えられた。

　2)　偶然発見群の菌陽性率は前回に比べ上昇していた。しかし，偶然発見群の喀痰塗抹陽性者の割合は受

療中発症群や有症状受診群に比べて低かった。偶然発見群では非結核性疾患や不活動性結核が多く含まれて

いる可能性が考えられた。

　3)　受療中発症群の塗抹陽性率，菌陽性率は，前回の結果に比べ上昇していた。受療中発症群の「発見の

遅れ」は前回に比べ長引いており，これにより病状が重症化したと考えられた。この「発見の遅れ」には主

に「診断の遅れ」の拡大が影響しており，受療中発症群を念頭においた診療の必要性を医師に周知すること

が重要と考えられた。
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